
令和３年度第３回富里市地域公共交通会議 

 

会 議 録 
日 時 令和３年１０月２９日（金）午前１０時００分 

場 所 富里市すこやかセンター２階会議室１ 
（委員） 

所 属 氏 名 出 欠 

富里市 副市長 山根 康夫 ○ 

富里市 総務部長 粕谷 幸夫 ○ 

富里市 企画財政部長 山室 俊夫 ○ 

富里市 健康福祉部長 森   秀樹 ○ 

富里市 経済環境部長 長谷川 敏彦 ○ 

富里市 都市建設部長 相川 裕史 ○ 

富里市 教育部長 金杉 章子 ○ 

千葉交通株式会社 取締役兼自動車部長 河合 俊彦 ○ 

京成タクシー成田株式会社 取締役社長 藤倉 孝一 ○ 

千葉交通労働組合 書記長 伊藤   賢 × 

一般社団法人千葉県バス協会 専務理事 成田   斉 ○ 

国土交通省関東運輸局千葉運輸支局  

首席運輸企画専門官 
佐藤 義尚 ○ 

千葉県総合企画部交通計画課 企画調整班班長 渡邉   彰 
○ 

(代理:青木) 

成田警察署 交通課課長 中田 真史 ○ 

公募市民 寺井 繁樹 ○ 

公募市民 岡野   肇 ○ 

富里市区長会 長谷川 英利 ○ 

富里市シルバークラブ連合会 相馬 きよ子 × 

富里市ＰＴＡ連絡協議会 伊藤 智美 × 

日本大学理工学部 教授 轟   朝幸 × 

日本大学理工学部 准教授 伊東 英幸 ○ 

成田国際空港株式会社 地域共生部長 高梨 弘子 ○ 

富里市社会福祉協議会 会長 宮川 朱実 ○ 

 

《事務局》 

・富里市企画財政部企画課：永田課長、土屋課長補佐、太田副主幹、渋谷主査補 



 

《配布資料》 

・次第、委員名簿、席次 

・資料１  ：アンケート調査の結果について 

・資料２  ：富里市地域公共交通計画の方向性について 

 

《その他》 

・国土交通省 プレスリリース資料 

 

次 第 

 令和３年度第３回富里市地域公共交通会議 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

（ １ ）  アンケート調査の結果について --------------------------- 資料１ 

（ ２ ）  富里市地域公共交通計画の方向性について ----------------- 資料２ 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度第３回富里市地域公共交通会議 

１ 開 会                         

 ○事務局が開会を宣言。 

○富里市地域公共交通会議傍聴規程に基づき、傍聴者３名入室。 

 

２ 挨 拶 

○会長挨拶 

 

  委員自己紹介 

 ○新たに委員となられた１名 自己紹介 

成田国際空港株式会社 地域共生部長 高梨 弘子 委員 

 

３ 議 事 

（１） アンケート調査の結果について 

（資料１を事務局が説明） 

【決定事項】 

●議決 

 （１）が承認された。 

【意見概要】 

●質問 

 ・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 富里市地域公共交通計画の方向性について 

（資料２を事務局が説明） 

【決定事項】 

●議決 

 （２）が承認された。 

【意見概要】 

●質問 

① アンケート調査結果で、多くの声が寄せられた【成田赤十字病院や国際 

医療福祉大学成田病院】へのアクセスについて。 

 ② 人口減少や少子高齢化の進展は小学校区ごとに違うのか。 

 ③ 定量的な調査であるパーソントリップ調査を反映した方が良いのでは  

ないか。 

④ 成田空港アクセスについて空港周辺就業者もいると思うが、どう考え  

ているか。 

⑤ 交通空白地を設定する上で、地図上に落してみてはいかかが。 

⑥ デマンド交通のルート拡大を検討するとのことだが、便利になれば交  

通事業者が撤退することで、交通空白地が増え、財政支出が増加する。慎 

重に検討していただきたい。 

⑦ デマンド交通の運行方法は様々な方法があるが、どう考えているか。  

⑧ 高齢者への支援だけではなく、少子対策も検討していただきたい。  

【事 務 局】 

① 市民の生命に関わる重要なアクセスポイントでありますことから、早  

期実現が図れるよう関係機関との協議を進め、利用しやすい交通サービス 

となるよう進めてまいります。 

② 日吉台小学校区は、高齢化が他小学校区に比べ進展しており、小学校区 

ごとに異なります 

③ 計画に反映してまいります。 

④ 成田空港の更なる機能強化に伴い、本市の就業人口も増加するものと  

考えております。今後、動向に注視しながら、成田空港へのアクセスにつ  

いて検討してまいります。 

⑤ 今後、地図を作成してまいります。 

⑥ 交通事業者と連携しながら、検討してまいります。 

⑦ 富里市の実情に合った、デマンド交通の方法を検討してまいります。  

⑧ 少子化対策についても、検討してまいります。 

 



４ その他  

○国土交通省関東運輸局千葉運輸支局 首席運輸企画専門官 佐藤委員 

・国土交通省のプレスリリースについて説明。交通事業者の厳しい経営状況。

住民が利用することで、公共交通が成立する等の利用促進。 

 

５ 閉 会 

-以上- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


